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【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　複数のセルを有し、ＭＩＭＯ送信を使用してワイヤレス信号を送信するワイヤレス通信
システム、において使用するための方法であって、
　基地局の１つのクラスタ内における、及び、基地局の複数のクラスタにわたる、１組の
仮想チャネル上の基地局送信電力を合同で変化させるために、前記ワイヤレス通信システ
ム内の基地局のための送信電力協調パターンを変化させるステップであって、少なくとも
２つの仮想チャネルが基地局の各クラスタにより使用され、各クラスタの中央にいる基地
局が前記少なくとも２つの仮想チャネルのそれぞれにおいて第１の電力レベルでの送信を
行い、各クラスタのエッジにいる基地局が前記少なくとも２つの仮想チャネルのうち１つ
において前記第１の電力レベルとは異なる第２の電力レベルでの送信を行い、各クラスタ
のエッジにいる基地局が前記少なくとも２つの仮想チャネルのうち他の仮想チャネルにお
いて前記第１および第２の電力レベルとは異なる第３の電力レベルでの送信を行い、隣接
するクラスタのエッジにいる基地局が、対応する仮想チャネルにおいて異なる電力レベル
での送信を行う、当該送信電力協調パターンを変化させるステップと、
　前記送信電力協調パターンに基づいて、前記基地局のグループが、それぞれのクラスタ
内で１つ又は複数のユーザ端末への合同の送信を行うステップと、
　を含む方法。
【請求項２】
　各仮想チャネルが、
　周波数サブバンド、１組のタイムスロット、１組の時間－周波数スロット、及び、１組
の拡散符号、
　から成る送信リソースのグループ、から選択された１つを含む、請求項１に記載の方法
。
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【請求項３】
　送信電力協調パターンを変化させるステップが、
　各クラスタのエッジにいる基地局により、１組の仮想チャネルの少なくとも１つを介し
て、先に割り当てられた送信電力パターンとは異なる電力レベルでの送信をさせる方法に
よって、基地局からなる各クラスタに送信電力パターンを割り当てるサブステップ、を含
む、請求項１に記載の方法。
【請求項４】
　送信電力協調パターンを変化させるステップが、
　前記クラスタの中央に配置された基地局、クラスタの前記エッジにいない基地局、又は
、自身のクラスタ内の局に取り巻かれた基地局により、同じ電力レベルでの送信をさせる
方法によって、基地局からなる各クラスタに送信電力パターンを割り当てるサブステップ
、を含む、請求項１に記載の方法。
【請求項５】
　異なる送信電力協調パターンが、基地局からなる異なるクラスタを指定する、請求項１
に記載の方法。
【請求項６】
　少なくとも１つの仮想チャネルについて１つのクラスタ内の少なくとも２つの基地局の
送信電力レベルは異なるが、複数のクラスタについて複数の仮想チャネルの前記送信電力
レベルは同じである、請求項５に記載の方法。
【請求項７】
　送信電力協調パターンを変化させるステップが、
　各クラスタ内のすべての基地局に対し、送信が行われる複数の仮想チャネル、および、
送信のために使用される１組の電力レベルを、各仮想チャネル上の送信が前記１組の電力
レベル内の１つの電力レベルにあるように、割り当てるサブステップ、を含む、請求項１
に記載の方法。
【請求項８】
　各送信電力協調パターンが、各仮想チャネルについて前記クラスタ内の各基地局に個々
の電力レベルを割り当てる、請求項７に記載の方法。
【請求項９】
　前記１組の仮想チャネルの少なくとも１つについては、クラスタ内の基地局に対し、同
じ送信電力レベルが割り当てられない、請求項８に記載の方法。
【請求項１０】
　複数のセルを有し、ＭＩＭＯ送信を使用してワイヤレス信号を送信するワイヤレス通信
システム、において使用するための方法であって、
　単一の分散マルチアンテナ送信機として一緒に動作する隣接基地局からなる第１のクラ
スタによって使用される１組のチャネルを、時間及び周波数に応じて分割するステップで
あって、前記１組のチャネルがサブチャネルに分割される、当該ステップと、
　前記サブチャネル上で送信するための電力を、非一様なパターンで、前記第１のクラス
タ内の各基地局に対し、前記第１のクラスタに隣接する第２のクラスタと合同で割り当て
るステップであって、少なくとも２つの仮想チャネルが基地局の各クラスタにより使用さ
れ、各クラスタの中央にいる基地局が前記少なくとも２つの仮想チャネルのそれぞれにお
いて第１の電力レベルでの送信を行い、各クラスタのエッジにいる基地局が前記少なくと
も２つの仮想チャネルのうち１つにおいて前記第１の電力レベルとは異なる第２の電力レ
ベルでの送信を行い、各クラスタのエッジにいる基地局が前記少なくとも２つの仮想チャ
ネルのうち他の仮想チャネルにおいて前記第１および第２の電力レベルとは異なる第３の
電力レベルでの送信を行い、隣接するクラスタのエッジにいる基地局が、対応する仮想チ
ャネルにおいて異なる電力レベルでの送信を行う、当該割り当てるステップと、
　前記第１のクラスタ内の基地局のために送信をスケジュールするステップと、
　前記クラスタ内の各基地局及び各サブチャネルにおいて送信電力レベルを変化させなが
ら各基地局からワイヤレス信号を送信するサブステップを含む、前記第１のクラスタ内の



(3) JP 2012-500524 A5 2012.9.27

基地局から１つ又は複数のユーザ端末への合同の送信を行うステップであって、同時に合
同で前記第２のクラスタ内の基地局からの送信を行う、当該ステップと、
　を含む方法。
【請求項１１】
　各チャネルが、
　周波数サブバンド、１組のタイムスロット、１組の時間－周波数スロット、及び、１組
の拡散符号、
　から成る送信リソースのグループ、から選択された１つを含む、請求項１０に記載の方
法。
【請求項１２】
　前記サブチャネル上で送信するための電力を、非一様なパターンで、前記第１のクラス
タ内の各基地局に対し、前記第１のクラスタに隣接する第２のクラスタと合同で割り当て
るステップは、
　前記サブチャネルの少なくとも１つを介して、各クラスタのエッジにいる基地局により
、異なる電力レベルでの送信をさせる方法によって、基地局からなる各クラスタに送信電
力パターンを割り当てることによって、少なくとも前記第１及び第２のクラスタの間で送
信電力協調パターンを変化させるように送信電力レベルを割り当てるサブステップ、
　を含む、請求項１０に記載の方法。
【請求項１３】
　前記サブチャネル上で送信するための電力を、非一様なパターンで、前記第１のクラス
タ内の各基地局に対し、前記第１のクラスタに隣接する第２のクラスタと合同で割り当て
るステップは、
　前記クラスタの中央に配置された基地局又は前記クラスタの前記エッジにいない基地局
により同じ電力レベルでの送信をさせる方法によって、基地局からなる各クラスタに送信
電力パターンを割り当てることによって、少なくとも前記第１及び第２のクラスタの間で
送信電力協調パターンを変化させるように送信電力レベルを割り当てるサブステップ、
　を含む、請求項１０に記載の方法。
【請求項１４】
　基地局からなる前記第１のクラスタ及びすべての近隣（干渉）クラスタにおいて、電力
レベルを合同で協調させる、請求項１０に記載の方法。
【請求項１５】
　各々が単一の分散マルチアンテナ送信機として一緒に動作する複数の基地局、を異なる
クラスタにシフトするステップと、
　前記異なるクラスタの各々に送信電力協調パターンを再割り当てするステップと、
　をさらに含む、請求項１０に記載の方法。
【請求項１６】
　前記送信電力協調パターンは、前記サブチャネルに応じて、どの基地局が異なるクラス
タにクラスタ化されるかを変化させる、請求項１５に記載の方法。
【請求項１７】
　少なくとも１つの仮想チャネルについて１つのクラスタ内の少なくとも２つの基地局の
前記送信電力レベルは異なるが、複数のクラスタについて複数の仮想チャネルの前記送信
電力レベルは同じである、請求項１６に記載の方法。
【請求項１８】
　複数のセルを有しＭＩＭＯ送信を使用してワイヤレス信号を送信するワイヤレス通信シ
ステム、において使用するための方法を、前記システムによって実行させる命令を保存し
た１つ又は複数の記録可能な記憶媒体、を有する製造物品であって、
　前記方法は、
　基地局の１つのクラスタ内における、及び、基地局の複数のクラスタにわたる、１組の
仮想チャネル上の基地局送信電力を合同で変化させるために、前記ワイヤレス通信システ
ム内の基地局のための送信電力協調パターンを変化させるステップであって、少なくとも
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２つの仮想チャネルが基地局の各クラスタにより使用され、各クラスタの中央にいる基地
局が前記少なくとも２つの仮想チャネルのそれぞれにおいて第１の電力レベルでの送信を
行い、各クラスタのエッジにいる基地局が前記少なくとも２つの仮想チャネルのうち１つ
において前記第１の電力レベルとは異なる第２の電力レベルでの送信を行い、各クラスタ
のエッジにいる基地局が前記少なくとも２つの仮想チャネルのうち他の仮想チャネルにお
いて前記第１および第２の電力レベルとは異なる第３の電力レベルでの送信を行い、隣接
するクラスタのエッジにいる基地局が、対応する仮想チャネルにおいて異なる電力レベル
での送信を行う、当該送信電力協調パターンを変化させるステップと、
　前記送信電力協調パターンに基づいて、前記基地局のグループが、それぞれのクラスタ
内で１つ又は複数のユーザ端末への合同の送信を行うステップと、
　を含む、当該製造物品。
【請求項１９】
　複数のセルを有しＭＩＭＯ送信を使用してワイヤレス信号を送信するワイヤレス通信シ
ステム、において使用するための方法を、前記システムによって実行させる命令を保存し
た１つ又は複数の記録可能な記憶媒体、を有する製造物品であって、
　前記方法は、
　単一の分散マルチアンテナ送信機として一緒に動作する隣接基地局からなる第１のクラ
スタによって使用される１組のチャネルを、時間及び周波数に応じて分割するステップで
あって、前記１組のチャネルがサブチャネルに分割される、当該ステップと、
　前記サブチャネル上で送信するための電力を、非一様なパターンで、前記第１のクラス
タ内の各基地局に対し、前記第１のクラスタに隣接する第２のクラスタと合同で割り当て
るステップであって、少なくとも２つの仮想チャネルが基地局の各クラスタにより使用さ
れ、各クラスタの中央にいる基地局が前記少なくとも２つの仮想チャネルのそれぞれにお
いて第１の電力レベルでの送信を行い、各クラスタのエッジにいる基地局が前記少なくと
も２つの仮想チャネルのうち１つにおいて前記第１の電力レベルとは異なる第２の電力レ
ベルでの送信を行い、各クラスタのエッジにいる基地局が前記少なくとも２つの仮想チャ
ネルのうち他の仮想チャネルにおいて前記第１および第２の電力レベルとは異なる第３の
電力レベルでの送信を行い、隣接するクラスタのエッジにいる基地局が、対応する仮想チ
ャネルにおいて異なる電力レベルでの送信を行う、当該割り当てるステップと、
　前記第１のクラスタ内の基地局のために送信をスケジュールするステップと、
　前記クラスタ内の各基地局及び各サブチャネルにおいて送信電力レベルを変化させなが
ら各基地局からワイヤレス信号を送信するサブステップを含む、前記第１のクラスタ内の
基地局から１つ又は複数のユーザ端末への合同の送信を行うステップであって、同時に合
同で前記第２のクラスタ内の基地局からの送信を行う、当該ステップと、
　を含む、当該製造物品。
【請求項２０】
　複数のセルを有するワイヤレス通信システムにおける前記セルにて使用される基地局で
あって、
　送信機と、
　前記送信機のための送信電力レベルを含む、送信のための送信電力レベルの複数の仮想
チャネルへの割り当てを指定する電力協調パターンを保存するメモリであって、前記送信
電力レベルが、基地局からなる個々のクラスタ内で、及び、基地局の複数のクラスタにわ
たって、合同で割り当てられ、少なくとも２つの仮想チャネルが基地局の各クラスタによ
り使用され、各クラスタの中央にいる基地局が前記少なくとも２つの仮想チャネルのそれ
ぞれにおいて第１の電力レベルでの送信を行い、各クラスタのエッジにいる基地局が前記
少なくとも２つの仮想チャネルのうち１つにおいて前記第１の電力レベルとは異なる第２
の電力レベルでの送信を行い、各クラスタのエッジにいる基地局が前記少なくとも２つの
仮想チャネルのうち他の仮想チャネルにおいて前記第１および第２の電力レベルとは異な
る第３の電力レベルでの送信を行い、隣接するクラスタのエッジにいる基地局が、対応す
る仮想チャネルにおいて異なる電力レベルでの送信を行う、当該メモリと、
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　前記メモリ及び前記送信機に結合され、変化する前記電力協調パターンに応答して、前
記送信機により、前記電力協調パターンにおいて指定される前記送信電力レベルに基づい
て、１つ又は複数のユーザ端末への送信をさせるコントローラと、
　を備える基地局。
【請求項２１】
　各電力協調パターンが、クラスタ毎に送信中に一緒に協調する基地局を指定する、請求
項２０に記載の基地局。
【請求項２２】
　前記電力協調パターンは、
　前記基地局を含むクラスタ内の基地局の少なくとも２つが隣接クラスタの送信電力協調
パターンとは同じでない電力レベルでの送信を行う少なくとも１つの仮想チャネル、を指
定する送信電力パターン、
　を指定する、請求項２０に記載の基地局。
【請求項２３】
　複数のユーザ端末と、
　複数の基地局と、
　送信のための送信電力レベルの複数の仮想チャネルへの割り当てを指定する１組の電力
協調パターンを保存したメモリであって、前記送信電力レベルが、基地局からなる個々の
クラスタ内で、及び、基地局の複数のクラスタにわたって、合同で割り当てられ、少なく
とも２つの仮想チャネルが基地局の各クラスタにより使用され、各クラスタの中央にいる
基地局が前記少なくとも２つの仮想チャネルのそれぞれにおいて第１の電力レベルでの送
信を行い、各クラスタのエッジにいる基地局が前記少なくとも２つの仮想チャネルのうち
１つにおいて前記第１の電力レベルとは異なる第２の電力レベルでの送信を行い、各クラ
スタのエッジにいる基地局が前記少なくとも２つの仮想チャネルのうち他の仮想チャネル
において前記第１および第２の電力レベルとは異なる第３の電力レベルでの送信を行い、
隣接するクラスタのエッジにいる基地局が、対応する仮想チャネルにおいて異なる電力レ
ベルでの送信を行う、当該メモリと、
　前記複数の基地局によって使用される、事前定義された前記１組の電力協調パターンを
変化させるコントローラと、
　を備えるワイヤレス通信システム。
【請求項２４】
　各電力協調パターンは、
　各サブチャネルがクラスタ内で１つの送信電力パターンを有すること、
　を指定する、請求項２３に記載のワイヤレス通信システム。
【請求項２５】
　各電力協調パターンは、異なるクラスタ、および、各サブチャネル上で使用される異な
る基地局毎の電力パターン、を指定する、請求項２３に記載のワイヤレス通信システム。
【請求項２６】
　各電力協調パターンは、クラスタ毎に送信中に一緒に協調する基地局を指定する、請求
項２３に記載のワイヤレス通信システム。
【請求項２７】
　送信リソースを複数の仮想チャネルにマッピングするステップであって、各仮想チャネ
ルが、近隣基地局からなるクラスタによって定義される異なる協調パターンと、送信のた
めに割り当てられる基地局毎の送信電力とを表し、少なくとも２つの仮想チャネルが基地
局の各クラスタにより使用され、各クラスタの中央にいる基地局が前記少なくとも２つの
仮想チャネルのそれぞれにおいて第１の電力レベルでの送信を行い、各クラスタのエッジ
にいる基地局が前記少なくとも２つの仮想チャネルのうち１つにおいて前記第１の電力レ
ベルとは異なる第２の電力レベルでの送信を行い、各クラスタのエッジにいる基地局が前
記少なくとも２つの仮想チャネルのうち他の仮想チャネルにおいて前記第１および第２の
電力レベルとは異なる第３の電力レベルでの送信を行い、隣接するクラスタのエッジにい
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る基地局が、対応する仮想チャネルにおいて異なる電力レベルでの送信を行う、当該マッ
ピングするステップと、
　互いに独立に各クラスタについての送信をスケジュールし、実行するステップと、
　を含む方法。
【請求項２８】
　各クラスタの中央にいる基地局が前記少なくとも２つの仮想チャネルのうち２つの仮想
チャネルにおいて中程度の電力レベルでの送信を行い、各クラスタのエッジにいる基地局
が前記２つの仮想チャネルのうち第１の仮想チャネルにおいて低い電力レベルでの送信を
行い、各クラスタのエッジにいる基地局が前記２つの仮想チャネルのうち第２の仮想チャ
ネルにおいて高い電力レベルでの送信を行い、隣接するクラスタのエッジにいる基地局が
、対応する仮想チャネルにおいて正反対の電力レベルでの送信を行う、請求項１に記載の
方法。
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